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近畿地方整備局河川部

丹生ダム建設事業中止に伴う地域整備実施計画の
これまでの点検について

資料８



平成28年10月 「丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備協議会」の発足

＜丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備協議会規約＞（以下は抜粋）
（目的）第２条
この協議会は、「丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備に係る基本協定書」を踏まえ、当該地域の地域振興に必要な事業の実施を図る
ことを目的とする。
（事業）第３条
協議会は前条の目的を達成するために、次の各号に掲げる事項を行う。
(1)整備可能な手法の協議、調整
(2)地域振興にかかる事業の実施計画の作成
(3)進ちょくの報告、確認

丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備実施計画 策定経緯

平成28年9月 「丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備に係る基本協定書」の締結
（丹生ダム対策委員会、近畿地方整備局、滋賀県、長浜市、水資源機構の５者で締結）

１．H28.1.25付けで委員会から国に提出された意見書を重く受け止め、国、県、市及び機構は、地域整備をお互い協力して進めるものとする。
２．５者で構成する「丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備協議会」を設置し、その検討を踏まえ、国は責任をもって地域整備の推進を図る。
３．地域整備の推進にあたっては、滋賀県長浜市北部地域の振興を見据え行うものとする。
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平成29年4月 「丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備実施計画」の策定（以降、毎年改定）

平成28年7月 丹生ダム建設事業の中止方針が決定

策定から今年度末で丸5年（実施計画では「概ね5年以内の着手が必要な事業」を掲載）を迎えるため、

これまでの取り組み状況の点検を行い、更なる地域整備の促進を図る。

令和2年5月 ダムの目的に関する代替事業、ダム中止に伴う措置、地域振興の対応方針を5者で合意



●表紙

キャッチフレーズ

●目次

●１．趣旨

●２．地域整備に向けた体制の構築

（１）丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備に係る基本協定

（２）丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備協議会

●３．余呉地域の現状と課題等

（１）地域の概要
・時点修正
　（高齢者比率、昼間人口、遊休施設　等）

（２）地域の課題

（３）課題解決に向けた取り組み

●４．基本方針

（１）地域整備事業の推進体制 ・既存の計画名の修正（「長浜市過疎地域持続的発展計画」等）

（２）財政措置等

（３）地域整備の方向性

（４）地域整備実施計画の事業体系

　【表－１】丹生ダム建設事業中止に伴う地域整備実施計画の事業体系 ・必要に応じて事業体系の見直し

　【表－２】事業体系の内、早期（概ね5年以内）の着手が必要なもの
・「現在実施中及び今後取り組むべきもの」等へ改定
・必要に応じて実施内容の修正・追記

　【実施箇所図】丹生ダム建設事業の中止に伴う地域整備　実施箇所図 ・必要に応じて実施内容の修正・追記

項目（目次） 点検のポイント

現地域整備実施計画の点検のポイント
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これまでの取り組み状況の点検を行う



地域は過疎化
が進み疲弊

ダム建設のため、放置
された水源地が荒廃

３つの姿の実現の
ため新たな地域整
備事業を実施

丹生ダム中止に伴う地域整備（基本方針）

丹生ダム水源地域及びその周辺地域

６つの分野

道路網の整備

水源地域の山林等
の保全と維持管理

安全・安心な生活
のための環境整備

自然、文化、歴史を
活かした地域振興策

高時川の河川
整備発生土受入地

の利活用

丹生ダム対策委員会からの

意見書の要請事項６項目

既存計画等と
整合を図り効
果的に実施
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長浜市 水資源機構

滋賀県 近畿地方整備局

地域住民

連携協力

誰もが安心して住み続けられる地域

個性ある産業が息づく地域 ふるさとを守り育てる地域

目指すべき姿

【推進体制】丹生ダム中止に
伴う地域整備基本協定書及
び地域整備協議会規約に基
づく関係５者の連携協力

【財源措置】それぞれ組織として最大限の努
力。また、交付金・補助金制度等を積極活用

・地域の課題の共有

・地域の実情、 地域性
に合致した整備が必要

長浜市過疎地域自立促進計画
地域の自立促進の基本方針
①誰もが安心して住み続けられる地域
②余呉ならではの個性ある産業が息づく地域
③美しいふるさとを守り育てる地域

④結いと協働による住民自治 「長浜市過疎地域持続

的発展計画」等に修正



【表-1】地域整備実施計画の事業体系 点検イメージ
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必要に応じて、分類項目・検討事項内容の見直し

各分類項目毎の

これまでの取り

組み状況を記載



【表-2】事業実施内容 点検イメージ
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必要に応じて、実施内容等の記載内容の見直し

既完了事業も別表等により整理

これまでの進捗状況に

ついて点検を実施


